
「グレタひとりぼっちの挑戦」上映に 1,011 名！  

神奈川労連・藪さんの感想です 

運営委員の皆様、今日は本当にお疲れ様でした。高１、小６の子と

一家４人で、横須賀まではちょっとした小旅行でしたが、連れてい

って本当に良かったです。なにかしら感じとってくれたと思います。

映画(ドキュメンタリー)は、とてもエネルギーを消費しました。観

るだけでヘトヘトです       気候危機については、これまでも学んでき

ましたが、科学的な理論や数字だけではなく、グレタさんの「荷が

重すぎる」という言葉が象徴するような不安とか、それでも奮起す

る熱量、喜怒哀楽を強く感じることのできたドキュメンタリーでし

た。たぶんこのドキュメンタリーの上映運動は、そうやって観た人

の魂を揺さぶることが大事なんだと思います。ぜひもっと沢山の人

に観てもらいたいと思いました。今回観れなかった人も観れる機会

をもっとつくれないかと思いました。 

この上映会を開催していただき、ありがとうございました。 

皆様のご奮闘に感謝します。 

 

拡大幹事学習会講義④ 

横須賀基地の歴史 

した。 

終了後、津久井浜観光農

園へ移動し、いちご狩りを

楽しみました。いちごは、

少し甘味が足りないとい

う人もいましたが、みずみ

ずしくて、適度に酸味があ

り、いくらでも食べられま

した。 

意外に好評だったので、

来年は早くから計画した

いと思います。 

                              

横須賀にも空襲はあり、戦後米軍は横須

賀港を爆破する方針であり、1971 年には、

基地機能を佐世保に移転しようとしてい

た。 

 終戦直後の横須賀港は、大量のゴミのた 

め、爆破できなかった。初代から３代まで 

の司令官はメンタルになっている。 

４代目のデッカーは、博愛主義と女性の 

起用により、横須賀を復興。また軍港とし

ての価値を見出し、冷戦に備え活用する立

場に。 

1960 年代、都市周辺の基地問題が深刻化

し、米軍は再編を迫られる。その一環とし

て、第７艦隊司令部の佐世保への移転案が

浮上した。しかし、①横須賀港の管理能力

がない②米軍に守って貰う気持ちが強い③

米兵の妻が、都落ちを嫌った 事により頓

挫。一方で空母の海外母港計画が出現し、

紆余曲折の末、横須賀への配備が決まる。 

米海軍の横須賀への評価は一定しておら

ず、一定の条件のもとでは、基地の撤退を

行う。その基地が、どれほど重要な基地で

あったとしても。 

 

田中隆雄 

 

３／２６（土）、事情に

より、急遽全戸配布終了

後にいちご狩りを行う事

になり、２単組（医労連

神奈川みなみ・合同労組）

からと、神奈川労連の住

谷議長を含め、計２５名

が参加しました。  

 １３時に三浦海岸駅前

に集合し、集まった人か

ら２つの県営住宅（上宮

田・三浦海岸ハイツ）へ全

戸配布に入り、約 1,000枚

を 20分余りで撒き終えま 

全戸配布＆いちご狩りに２５名！ 

！ 
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